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登録リスト（該当：616件）
  ≪  1  2  3  4  5  6  7  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 別所温泉直売所]	別所温泉直売所	　（＊1枚目の写真）と、いうことです…。9:00～12:30の間に訪れましょう。（GoogleMapには17:00までと書いてありますが、12:30です！）
　午前中に温泉に来た人、観光に来た人は、帰りに寄ってみてくださいね。
　筆者はここまで自転車で来て、そして帰りました…。
(追記)
　その後、もう一度別所温泉を訪れる機会があったので、午前中に立ち寄らせてもらいました。すごい品揃えです！午前中しか営業していないのがもったいないくらい…！漬物類や地元特産の惣菜類、銘菓などが特に豊富です。地元でつくられた工芸品も置いてありました。もちろん野菜もかなり良心的な価格です。
　ぜひ皆さんも訪れてみてくださいね。	2023-11-30
	2	[image: 別所神社]	別所神社	別所温泉にある神社で、祀っている神様はその土地の守り神(土産神)である。境内には本殿の3倍以上の大きさがある神楽殿があった。鳥居から本殿までの道は思ってたよりも高低差があるように感じられた。そのせいもあってか、人の気配を感じることがないので、神聖さも感じられた。おみくじが置いてあるので、運勢を占ってみても良し、神楽殿から見える別所地域の雰囲気を味わっても良しのたくさんの魅力があると思った。	2023-11-30
	3	[image: 歴史を感じる別所の湯　石湯]	歴史を感じる別所の湯　石湯	別所温泉は古くから温泉街として栄えた町で、その名残を残す建物が多くある。温泉は貴重な資源で、一家に一つお風呂が引けない時代には、外湯という共同浴場が住民の憩いの場となった。別所温泉には外湯が三か所あり、その中の一つが石湯である。国土地理院の地図などを調べると、昔からその場所に石湯が存在していることが分かる。昔からの風情を残す別所温泉にぜひ足を運んでみてはいかがだろうか。	2023-11-30
	4	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	別所温泉にある観音堂。名前の通り、本堂は北向きに面していて、全国的にも珍しいそうである。この本堂に安置している本尊は、千手観音菩薩であり、南向きに面している善光寺阿弥陀如来に相対している。そのことから、善光寺だけでは片参りなると伝えられており、また古くから厄除観音として知られているそうだ。付近には他の文化財もあって、上田の歴史を感じることのできる場所になっている。別所地域を見渡せるところに立地しているので、温泉巡りのついでに立ち寄って、景色を堪能してはどうだろうか。	2023-11-30
	5	[image: 北向観音]	北向観音	平安時代初期に比叡山延歴寺座主慈覚大師円仁が開いた霊場である。北向きの本堂は全国でもほとんど例がなく、南向きの善光寺本堂と相対している。「極楽浄土」を願う善光寺と両参りし、ここで、「現世利益」を祈ることで、御利益があるとされている。

境内に入る前に商店街があったが、平日だったため、あまりお店が開いていなかった。いつ来た観光客でも楽しめるように活性化を目指すべきだと感じた。また、別所温泉地域全体で坂道や狭い道が多い印象だった。

北向観音と善光寺の両方に参拝すると、より縁起が良いことをもっと発信することで、所温泉の集客にも繋がると感じた。そして、境内から見える景色が綺麗だったため、これもSNSなどで発信していきたいと感じた。	2023-11-30
	6	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から徒歩で10分程度の場所にあった。近くにある北向観音の本坊で、建立は825年。御本尊は「妙観察智弥陀如来」で全国的にも珍しい。
実際に見てみると、すごく雰囲気があり屋根の造りが特徴的だなと感じた。	2023-11-30
	7	[image: 別所温泉]	別所温泉	別所温泉訪問時に撮影	2023-11-30
	8	[image: 別所温泉]	別所温泉	別所温泉訪問時に撮影	2023-11-30
	9	[image: 別所温泉駅　]	別所温泉駅　	上田電鉄の終着駅。1921年の6月17日に開業。駅舎は昔の映画にも登場する。近くには別所温泉があり駅名の由来となっている。
別所駅舎は大変趣が深く昔にタイムスリップしたようだった。	2023-11-30
	10	[image: 上田市の上室賀にあるササラの湯のイルミネーション]	上田市の上室賀にあるササラの湯のイルミネーション	少し山ですが広くてゆっくりできます。また、今ならイルミネーションもあり、見ごたえもあると思います。ぜひ行ってみてください。
地下1500メートルから湧き出る良質な温泉は、肌がすべすべになる美肌の湯や美人の湯、美粧水の湯などがあり、親しまれています。また、施設には温泉以外にも、食堂や農産物直売所もあり、一日中ゆっくり楽しめる温泉となっている。
また、温泉隣接施設では「そば亀作や」という蕎麦屋が営業している。蕎麦は全て職人が打つ手打ち蕎麦で、蕎麦粉は信州上田産蕎麦粉100％を使い昔ながらの石臼焼き丁寧に仕上げている。	2023-11-29
	11	[image: 上田市真田町にある温泉、十福の湯]	上田市真田町にある温泉、十福の湯	少し山にありますが、大きくて家族でも楽しめる温泉です。また、山の中にあるので木が紅葉でいい感じに色づいていていい景色だと思うのでぜひ行ってみてください。
地蔵温泉十福の湯は長野市と上田市を結ぶ、地蔵峠山頂標高975ｍの日帰り温泉で、とても開放的な露天風呂となっていて長時間楽しめる居心地の良い温泉となっています。
また、信州産の食材をつかった。	2023-11-29
	12	[image: 別所温泉]	別所温泉	北条氏が別院として使っていたことから「別所」と呼ばれるようになった別所温泉は1500年以上続く名湯です。そして、この別所温泉駅はレトロな雰囲気を感じられます。駅だけでなく、自動販売機も上田市らしく様々な場所で上田市特有の空気感を味わうことが出来ます。	2023-11-29
	13	[image: 狭く急な坂]	狭く急な坂	別所を歩いてみると、狭い道や急な坂が多くあると感じた。観光客の年齢層が日本遺産に登録されている寺院は多くあるが、観光客の年齢層が高く、そこまで行くのに苦労すると思うので、観光バスを用いたツアーを用意しても良いと感じた。別所温泉へ観光に来た人が車移動だった場合、とても運転しずらそうな道であるため、上田電鉄の本数を増やすか、ミニカーでの訪問を進めるなどの工夫が必要だと感じた。	2023-11-29
	14	[image: 昔ながらなお店]	昔ながらなお店	別所を歩いて回っていると、レトロな雰囲気のお店が多くあった。カフェは地元の人が集まる憩いの場になっていて、観光地としてだけでない別所の良さ、温かさを感じることができた。	2023-11-29
	15	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	別所線の鉄道施設は、蚕都上田を支えた鉄道網のうち唯一現役で、日本遺産に登録されている。実際に行ってみると、レトロな雰囲気を味わえる造りになっていると感じた。
しかし、別所温泉を通る電車の本数が少なく交通の便が良くないので、本数を増やしてほしいと感じた。	2023-11-29
	16	[image: 北向観世音道（別所街道）]	北向観世音道（別所街道）	塩田平保野辺りをはしる別所街道を一本南にずれると、そこには旧別所街道が通っている。この石碑が置かれている場所は（昔の）別所街道と善光寺街道が交差した地点で、市が立ち並び賑わったようだ。
あの武田信玄がこの地を治めた時代があったようで、信玄は保野の3集落をこの道沿いに集め、宿場風の街にしたと伝えられているそうだ。
上田築城以降は上田城下から別所温泉までの重要な交通路となり、湯治・観音様詣、そして集落に繋がる生活道路として使われたようだ。
保野、そして別所街道に、中世から続くこのような歴史が存在したことを知らなかった。たくさんの人がこの道を往来していたこと、そして今も大事に使われていることを感じながら、実際にこの道を通って、別所温泉を訪れるのもよいだろう。	2023-11-28
	17	[image: 飲める温泉]	飲める温泉	別所温泉街には、至る所で温泉が飲めます。写真に写っているのは、北向観音の近くにあるお土産コーナー付近に設置してありました。
温泉の水は暖かくて、少し硫黄の匂いがします。また、北向観音の手洗い場でも温泉のお湯が使われていました。これからの時期は冷たい水よりも暖かいお湯で手を洗えるほうが嬉しく感じます。
せっかく別所温泉に来たのなら、温泉に入るだけではなくて飲んでみてはいかがでしょうか。	2023-11-27
	18	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	別所温泉駅は別所温泉にある駅である。1時間に1、2回電車がとまる。レトロな雰囲気の木造を楽しむことが出来る。駅内には応援メッセージや有名人のサインなどがあり別所線が多くの人から愛されていることがわかる。	2023-11-27
	19	[image: 大師湯]	大師湯	今回は、別所温泉の「大師湯」を紹介する。ここは、別所温泉にある三つの外湯（共同浴場）のうちの一つだ。

天長二年、比叡山延暦寺の座主円仁慈覚大師が北向観音堂建立のために来錫に訪れた際、好んで入浴したことから大師湯と名付けられたそうだ。
・源泉名　：　第3号源泉
・泉質　：　単純硫黄温泉　とあり、源泉が何個か分かれているという気付きを得た。

料金は大人200円、子ども100円と非常に手ごろな価格で、地域住民に長く愛される所以だと考える。また、弱アルカリ性温泉の美肌効果や、源泉かけ流し100％というのも温泉好きを引き寄せる魅力であるだろう。
ただ、シャンプーや石鹸、タオルなどは有料で、ドライヤーも設置されていないことが注意点である。	2023-11-27
	20	[image: 別所温泉]	別所温泉	初めて別所温泉を訪れました。

5つほど温泉施設があるらしいのですが、
私は大きな綺麗な温泉に入ってきました。

とてもリラックスできました。

温泉街は高台にあったため、上田の街をみわたすことができました。

また訪れたいです。	2023-11-27
	21	[image: 氷沢風穴]	氷沢風穴	今回は、別所温泉にある「別所氷沢風穴」に訪れた。
風穴は、春から秋まで蚕を飼育できるように蚕種を低い温度で保存し孵化を抑制させるといった機能を持つ。

実際に訪れてみると、山の中にあり非常に涼しい場所であった。階段から風穴に降りることができた。高さは３ｍ以上、広さは6畳程で、壁となる石と石の間には隙間が空いており、冷気が通っていた。
他にも、氷沢風穴の近くに小規模な風穴の跡が見つけられた。

訪れる際の移動手段には車をすすめる。別所温泉駅から距離がある上に、きつい斜面を登っていくことになるため、徒歩では心が折れる。	2023-11-26
	22	[image: 若竹屋紬店本店]	若竹屋紬店本店	今回は、別所温泉にある若竹屋紬店本店を訪れた。

若竹屋紬店は、上田紬の販売を始めてから五十年以上経つ老舗である。現在は、二階に「繭の家」という上田紬ギャラリーを併設するなど、博物館的な特徴を持った店舗になっているようだ。
看板となる商品は、『七久里の華』という「上田紬」と「農民美術」の融合製品。上田紬は、着物だけでなく上田紬押絵など芸術にも用いられることが分かった。

別所温泉と蚕糸業のつながりを思い起こさせるようなお店だと感じた。ちなみに隣接する建物では、鎧兜や多くの飾り雛が展示されているため、あわせて立ち寄ってみてほしい。	2023-11-26
	23	[image: 別所温泉を知れる別所温泉センター]	別所温泉を知れる別所温泉センター	今回は、北向き観音付近にある、別所温泉センターを訪れた。石碑には「別所村役場跡」と書かれていた。建物の外観が、倉澤家蚕室と似ているように感じる。

三階建ての建物で、一階にある温泉歴史資料展示室は、入場無料で開放されているため、誰でも気軽に立ち寄れる。

温泉の歴史にまつわる資料だけでなく、塩田平の縄文～平安時代の石器・土器などが展示されていた。他にも岳の幟や、別所温泉の蚕糸業の説明もあり、さまざまなことを学ぶことができる。

以下は、氷沢風穴についての歴史資料をまとめたものである。
1877年以前:すでに風穴があった。最初の穴蔵は1871年創設したという記録もある。
1894年    :倉澤運平、他三名を世話人とし、別所村役場に新しい風穴建設願書を提出、塩田の蚕種家組合である共全会が総額24円40銭を出資	2023-11-26
	24	[image: 倉澤家蚕室]	倉澤家蚕室	今回は別所温泉にある倉澤家蚕室に訪れた。中心温泉街のつきあたりに位置する。

蚕種製造家、倉澤運平によって大正5年に建てられ、蚕の飼育や桑の保存に利用されてきた建物である。
温泉街の風景の中で、ここが蚕糸業で栄えた「シルクの里」でもあったことを伝える象徴的存在である。

石積み擁壁の上に建つ二階建ての立派な蚕室で、かつての倉澤家の財力がうかがえた。	2023-11-26
	25	[image: My trip memories 3]	My trip memories 3	別所温泉地域には日本遺産に含まれる建造物などが多い。

その１つが別所線の施設ということで別所温泉駅の写真も載せます！！

趣深い外観が印象的でした。上田地域特有の気候であるゲリラ豪雨からも守られてきているのがすごいと思いました！


このような施設の大切さがもっと多くの人に伝わりますように！	2023-11-23
	26	[image: My trip memories]	My trip memories	１人で別所線に乗って別所温泉に行ってきた！
北向観音や常楽寺にゆったり行くことができてよかった！

今年３回目の訪問であったけれど、四季の移り変わりが目で確認できるため有意義な時間になったと思う。
今度家族を観光案内できたらいいなと感じた。

写真は常楽寺の松の隣で撮ったものです。
ここまでの移動手段は徒歩でしたが，坂が急な場所が多く学生でも息切れる程でした。また交通の便が非常に良くないため駅から遠い所にこんな歴史的建造物があることを知らない人が多いと考えました。　

よってタクシーの配置や看板マップの充実などの対応をしていけばもっと観光客だけでなく地域住民も行きやすいそんな観光地作りができると考えられます。	2023-11-23
	27	[image: 別所温泉地のポイ捨て]	別所温泉地のポイ捨て	私自身の探究テーマである「上田のゴミの不法投棄について」の第１回視察を行った。

別所温泉周辺を回ってほとんどゴミが落ちていないことに驚いた。なにか政策があるのか今後調査していきたい。	2023-11-23
	28	[image: 北向観音の地蔵]	北向観音の地蔵	北向観音を探訪したさいにみつけた。
本堂のすぐ横にあり多くの人の目につくところに設置されていた。
いろんなところがはがれていたのでもしかしたら触ったらご利益があるのかもしれない。
また、表情がはっきりとしているのがとても特徴的で印象に残った。眉の上にある二つの点が何なのかは結構考えたり調べてみたりしてもわからなかった。	2023-11-21
	29	[image: 北向観音]	北向観音	塩田平の歴史的な建物である北向観音を訪れた。
愛染明王が祭ってあることを実際に訪れて初めて知った。　　
縁結びの神社としても知られている。善光寺とセットでお参りするとよいとされている（両参り）
北向きに本堂がありこれは日本の中でもとても珍しい。
歴史が深く825年に円仁によって開創された霊場。
現世利益を願う。
副男などいろんなイベントも開かれていて地域に根差している。
また境内には愛染カツラと呼ばれる霊木がありとても迫力があった。これは縁結びの霊木と呼ばれておりみんなに親しまれているのが分かる。	2023-11-21
	30	[image: 上田駅]	上田駅	上田駅は、北陸新幹線やしなの鉄道、別所線があり、毎日多くの人が通勤・通学に利用しています。
中でも、別所線では日本三御湯の一つである別所温泉に行くことができ、観光客も多く訪れています。
上田駅からは北陸新幹線で東京などの遠い場所に行くことが出来たり、別所線で自然を感じることができます。	2023-11-20
	31	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	上田電鉄別所線の終点、別所温泉の最寄り駅である別所温泉駅。
ミントグリーン色に塗られた窓枠や屋根、レトロな作りの建物は、どこか懐かしい気持ちにさせてくれます。
近くには別所温泉や、国宝の八角三重塔がある安楽寺、常楽寺など、有名な観光スポットがあります。	2023-11-17
	32	[image: 別所温泉にある足湯]	別所温泉にある足湯	別所温泉には足湯が２か所あります。ななくりの湯と、大湯薬師の湯です。
ななくりの湯は常に誰かが入っていて、別所温泉の中でも人気の足湯です。知らない人とでも、一緒に足湯に入ることで自然と交流が生まれます。ここでたわいない世間話をするのも楽しいかもしれません。
一方、大湯薬師の湯は別所温泉の少しはずれにあり、あまり人がいない穴場です。一人でのんびり入りたいときは大湯薬師の湯をお勧めします。大湯薬師の湯は、冬の間（１２～３月）は休業になってしまうので、行くならお早めに！
（写真は大湯薬師の湯です）	2023-11-16
	33	[image: 鹿教湯温泉の名前の由来]	鹿教湯温泉の名前の由来	鹿教湯温泉は文字通り、「鹿が教えた湯」というのが由来になっています。文殊菩薩が鹿に姿を変え、信仰心が強かった猟師に温泉の場所を教えた、という伝説があります。それ以外にも、鹿になっていた文殊菩薩がお湯を飲んでいたところを猟師が発見した、というものもありました。
他の由来として、狩ろうとしていた鹿が森の中の池に入り、鹿が池から出た後に池に近づくと、そこがお湯であった、というものもあります。
いずれにしても、鹿が人間に教えた湯であるのが鹿教湯温泉です。実際に行ってみたのですが、写真にもあるように橋の所に鹿のデザインがされていました。また、旅館の入り口には鹿教湯温泉の名前の由来が記されていました。どちらの由来だったのかは実際に行って確かめてみてください。せっかく上田に来たのだから、別	2023-11-16
	34	[image: 別所温泉の名前の由来]	別所温泉の名前の由来	別所温泉は昔、「七久里の湯」と呼ばれていました。日本武尊が仙人の化身とされている老人に、「ここには７つの温泉が湧き、人々の七つの苦を助ける」と言いました。その後村の人が温泉を７つ見つけたことで、この名前が付きました。清少納言の枕草子にも、この七久里の湯が登場します。

また、「別所」という名前は、鎌倉時代に活躍した北条氏の別荘が塩田にあったことに由来します。北条氏が鎌倉の文化を持ち込んだことで、別所温泉は「信州の鎌倉」とも呼ばれたりします。

別所温泉は「信州最古の湯」だったり、「七久里の湯」、「信州の鎌倉」など、様々な呼ばれ方がありますね！これも別所温泉の歴史が深いことを示しているのではないでしょうか。	2023-11-16
	35	[image: 丸窓電車]	丸窓電車	昭和61年まで別所線を走っていた上田電鉄の車両「モハ5250」が別所温泉駅に展示されていました。
「丸窓電車」はかわいらしい丸窓から付けられた愛称です。
愛称があったということは今と同様、別所線は地域住民に愛されていたのでしょうね。	2023-11-10
	36	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	上田電鉄別所線の別所温泉側の終点に当たる別所温泉駅は大正10年に「別所駅」として作られた長い歴史を持つ駅。大正13年に「信濃別所駅」と改称され、現在の駅名になったのは昭和5年だそうです。
西洋風のレトロな見た目ですが、不思議と和風建築が並ぶ別所温泉に調和してるように感じました。
長い歴史を持つため、時間をかけて地域文化の中に溶け込んでいったのでしょう。	2023-11-10
	37	[image: 都市景観賞]	都市景観賞	別所温泉駅にありました。
この「都市景観賞」は上田市から贈られるもので、美しいまちづくりに貢献する物件・工作物や、景観の形成を活動目的とする団体・グループが表彰されるものだそうです。これは別所温泉駅が表彰されたものです。
市民からの推薦や応募をもとに選考されるようです。つまり別所温泉駅は地域住民の要請で都市景観賞を贈られたのです。
地元に密着した駅という別所温泉駅の特徴を象徴していますよね。	2023-11-08
	38	[image: あいぞめ橋]	あいぞめ橋	「西行の戻り橋」とも言われている赤くて綺麗な橋で、湯川にかかっています。周りには木々が並んでいて川のせせらぎを感じることが出来るので夏には涼むことが出来そうです。（記事作成者が訪れたのは秋だったのでまた夏行きたいです。）


「西行の戻り橋」の由来は、以下のように伝えられています。

橋を通りかかった西行法師は、子どもたちがワラビをとっているところに出くわしました。そこで法師は「ワラビ」と「藁火」を掛けて、子どもたちに「ワラビ(藁火)をとって手を焼くな」と言います。すると子どもたちは「ヒノキ」(樹木の一種)と「火の木」を掛けて「ヒノキ(火の木)笠着て頭を焼くな」と返します。
このような機知に富んだ返しをする子どもたちに参った法師は橋を渡らずに戻ったということです。

なお、似た由来の「西	2023-11-08
	39	[image: 別所温泉の寺や自然]	別所温泉の寺や自然		2023-11-02
	40	[image: 将軍塚]	将軍塚	別所温泉郵便局近くにありました。
古墳時代に、有力な豪族の墓として作られたようです。
素朴ながらも芸術的な小さな石塔が盛り土の上に建てられています。
夕日に照らされ、荘厳な雰囲気を醸し出しています。	2023-10-31
	41	[image: 別所神社]	別所神社	別所温泉にある上田市の指定文化財です。
建てられた当時は熊野大宮大社(和歌山県)の熊野大神を祭ったものでした。
後に本殿の後ろにある「男石」、「女石」、「子種石」
も「縁結び」のご利益があるとされ、祀られました。
現在の「別所神社」は明治11年からの名称になります。

熊野大宮大社の分社でありながら、別所の地域文化に根ざしている特殊な神社です。	2023-10-31
	42	[image: 【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】]	【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】	2023/10/29開催
【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】
主催:糸のまち・こもろプロジェクト
共催:諸公民館
お問い合わせ:事務局 栁沢浩一(090-7265-1315)
後援:信濃毎日新聞社・小諸新聞・東信ジャーナル社・小諸市教育委員会・(株)コミュニティテレビこもろ・(株)純水館・純水館資料館・氷風穴の里保存会・週刊さくだいら

【内容】
「諸を語り唄～絹の奏で　坂本 明央氏(津軽三味線奏者)」
　坂本 明央氏は青森県北津軽郡坂柳町出身。民謡全国大会連続優勝後、クラウンレコードよりデビューし、全国ツアーを開催。津軽三味線名人藤田淳一師の門下生となり、日本コロムビアより「津軽を弾いて津軽を唄う」を発売。平成12年に小諸市に移住、津軽じょんがら座を設立。現在も公演を続け、三味線や民謡の指導を行っている	2023-10-29
	43	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	44	[image: 北向観音へと続く道]	北向観音へと続く道	参道の両側にお店があるのがとても観光地という感じがして良かった。	2023-10-21
	45	[image: 柏屋別荘からの眺め]	柏屋別荘からの眺め	ゼミで柏屋別荘という別所温泉にある廃旅館をリノベーションして使用している施設に行って来ました。写真はこの施設から見える景色です。	2023-10-21
	46	[image: 別所温泉「石湯」]	別所温泉「石湯」	別所温泉には３つの共同浴場がある。その一つの石湯だ。一番山付近に位置しており堂々とした佇まいである。	2023-10-20
	47	[image: 別所温泉]	別所温泉	歴史ある別所温泉にある駅です
駅舎がレトロ感があって観光にも大変適している	2023-10-19
	48	[image: 信州シルクストーリー《千曲川流域編》]	信州シルクストーリー《千曲川流域編》	シルクロード長野ネットワークが「信州シルクロード」の観光資源、産業遺産を広く知っていただくために作成した冊子。物語を活用して信州シルクロードのより一層の観 光資源の意味付け、魅力ある観光地の創造を目指して作成した。

●内容（目次）
小諸　小諸のシルクストーリー
　　　小諸のシルクスポット　酢久商店、氷風穴
上田　上田のシルクストーリー
　　　上田のシルクスポット　信州大学繊維学部講堂、旧常田館製糸場
松代　松代のシルクストーリー
　　　松代のシルクスポット　旧横田家住宅、松代まち歩きセンター
須坂　須坂のシルクストーリー
　　　須坂のシルクスポット　須坂クラシック美術館、臥竜公園
温泉街にもシルクストーリー？　別所温泉
　別所温泉のシルクスポット　倉澤家蚕室、氷沢風穴
その他のシル	2023-10-16
	49	[image: 津軽ねぷたそれぞれの違いを見る]	津軽ねぷたそれぞれの違いを見る	観光資源としても有名な青森ねぶた、弘前ねぷた以外のねぷたを見たのは1997年、黒石ねぷたが初めてです。民俗的な文化でもあるねぷたは、本来的にはそれぞれの地元のまつりであって観光資源ではありません。

1997年当時、黒石ねぷたを『マッピング津軽』(現在は閉鎖)で紹介しました。もしかすると黒石ねぷたをネットに紹介したのは私が初めてかもしれません。
ねぷた(ねぶた)は津軽各地にあります。青森、弘前、黒石、平川、田舎館、大鰐、五所川原、つがる(木造)、…。ねぷた文化がどのように遍在しているのか、当時は知る術もなく、現地に訪れ初めて接しました。観光資源化されたねぷたではなく、土着的な祭りとしてのねぷたを直に見て紹介しようというのがその時の動機。平川(当時は猿賀)や田舎館などにもあることは知っていましたが、	2023-08-06
	50	[image: ２安楽寺 八角三重塔（国宝）]	２安楽寺 八角三重塔（国宝）	信州で最も古い禅宗の寺院。禅宗の中でも曹洞宗の宗派である。天兵時代に建立され、天長時代に創立されたとされている。日本で唯一の木造八角塔として長野県で初めて国宝に指定された。八角三重塔も迫力があったが、そこに着くまでの階段が緑に溢れていてとても綺麗だった。
境内に入るのは無料だが、三重塔拝観には一律300円の拝観料が必要。	2023-07-27
	51	[image: 北向観音]	北向観音	信州別所温泉の厄除観音として知られる北向観音。

写真は2月の上田氷灯ろう夢まつりの際に撮ったもの。
冬の温泉街が氷灯ろうでライトアップされており、幻想的な空間が作り出されている。	2023-05-11
	52	[image: 夕暮れの別所温泉 北向観音、奇跡のリンク]	夕暮れの別所温泉 北向観音、奇跡のリンク	別所温泉 北向観音へ観光に訪れた際に収めた写真です。
日が沈む前の空です。光の反射の影響か、雲の色の配色が美しいです。雲の一部が北向観音内にあった常夜燈の色がリンクしており、どこか幻想的でした。	2023-05-09
	53	[image: 万葉橋]	万葉橋	温泉街を通り、再び千曲川沿いに出るとあるのがこの「万葉橋」。どちら側にも温泉がある、湯巡りに来た観光客にとっては欠かせない橋です。
橋から見渡せる雄大な千曲川沿いの景色を、特に美しく見ることができます。	2023-05-07
	54	[image: 番外編：湯の橋]	番外編：湯の橋	大正橋からさらに堤防を通って上流へ...と進むことはせず、少し回り道して戸倉の温泉街に。
以前の上田での調査の際、入り組んだ街並みには案外面白い発見があると学んだため、いざ温泉街へ。
そこで見つけたのが、この「湯の橋」。温泉に相応しい名前ですね。橋と言って良いのかと首を傾げるくらいにはこぢんまりとした橋でしたが、下を覗くと蔦まみれの建物に草の茂った用水路...とレトロさが味わえてなんとも気に入ってしまいました。
風景をより魅力的にする、というのも橋の利点なのかもしれません。	2023-05-07
	55	[image: 石刻獅子像(友好のシンボル)]	石刻獅子像(友好のシンボル)	鎌倉時代に中国の寧波から上田市へ禅宗文化を伝えた別所温泉安楽寺開祖の樵谷惟遷らが行き来したという縁などから平成７年２月に上田市は寧波と友好交流都市提携を結びました。
この像は友好交流提携１０周年を記念して寧波市から上田市に贈呈されたそうです。上田市からは「上田獅子」の石彫レリーフを寧波市に贈りました。
二頭の獅子がともに向き合っている姿が目に入り撮影させていただきました。	2023-05-05
	56	[image: 別所温泉の活性化　最終まとめ]	別所温泉の活性化　最終まとめ	別所温泉の活性化

J22054 竹下倖生

まずこのテーマに決めた理由を述べたいと思う。私は昨年の夏から別所温泉の旅館でアルバイトをしている。そして働いてみていまいち活気がないなと感じた。温泉そのものはいいものだと素人目にもわかるが、何か物足りないと思った。その原因が何かを知りたく思ったためこのテーマにした。
次に、現在別所温泉は、４つの公衆浴場と旅館、多くの歴史的建造物を観光の目玉として推している。特に北向観音は有名だ。信州最古の温泉ということと、歴史的建造物をセットで押しているように見える。しかし私はそうは感じなかった。個々では推してはいるが、地域一帯でのまとまりのようなものが薄いなと感じた。しかしそれぞれがよいものであることは確かだ。それを町として推していくための方法を考えた。
	2023-02-18
	57	[image: 上田電鉄がなくなったら・・・？②]	上田電鉄がなくなったら・・・？②	では、上田電鉄がなくなることのデメリットを見てみましょう。鉄道路線の廃止転換方法の代表的なものとして、バス転換があります。もし上田電鉄をバスに転換した場合、塩田方面に向かうバスを新設せねばなりません。別所温泉に行ったことのある方ならわかるかもしれませんが、別所温泉をはじめとした塩田地域は道が狭く、バスは交通の妨げとなる可能性があります。そのほかのバスによる弊害は数多くあり、運賃の高騰、車両当たりの乗客定員が減少するほか、バス特有の予測できない遅延壁があります。別所線の廃止を望む声は多くないですが、デメリットは数多くありそうです。	2023-02-15
	58	[image: 上田電鉄とは？]	上田電鉄とは？	上田地域にはたくさんの企業や施設、団体があり、それぞれ星の数ほどに課題があります。一般企業も数多くありますが、せっかく上田市のことを学ぶので、上田地域にしかない企業はどうだろう、上田市の象徴のような企業はどうだろうと考え付きました。そこで、中心地の上田駅から塩田平を経て別所温泉へ至る上田電鉄について考えることにしました。
上田電鉄別所線は１９２１年に川西線として開通し、以降上で気を中心に放射状の路線が広がっていきました。
７０年代にはモータリゼーションによって経営危機、実際にその十年後には同様の理由で真田・傍陽線などが廃止されました。
しかし別所線だけは観光需要もあってか存続され、税金が源泉の補助金によって経営状態は回復しました。結果的に積極的な設備投資や新幹線の開通もあり、	2023-02-15
	59	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	60	[image: 霊泉寺大欅]	霊泉寺大欅	丸子温泉郷の中の霊泉寺の入り口の「不開門」の脇にある欅。
高さは約30m、目線の高さの幹の外周は約9.4mあったとされた。
「不開門」の建築は16世紀ごろとされているが、霊泉寺大欅はそれ以前からあったとされる。
樹齢は数百年を超えるとされていた。
現在は枯死により倒れたためないとされる。

写真：グーグルマップより	2023-02-08
	61	[image: はじめに]	はじめに	現在上田の温泉地として有名な別所温泉だが、どのような歴史から成り立っているのか興味が湧き、上記のテーマでキュレーションを行っていく。	2023-02-05
	62	[image: 元旦の広告欄]	元旦の広告欄	ページ全体の2/5が別所温泉 花屋ホテルの広告となっている。
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	63	[image: まとめ]	まとめ	別所の温泉は平安時代から認知されていたり大成に駅が開通されたりと別所は歴史のある場所だとわかった。
歴史的価値のある古い建物があるだけではなく温泉もあり自然豊かなところであり行事を行ったりして観光にも特化していることもわかった。
前回は温泉にしか行かなかったのだが辻に別所温泉に観光に行ったら神社や森林センターなどにも訪れてみたい。	2023-02-04
	64	[image: はじめに]	はじめに	今回は別所温泉がどのような場所なのかについて上田市デジタルアーカイブポータルサイトを使用して探求する。

上田市デジタルアーカイブポータルサイト | 上田市の貴重な文化財や映像をデジタル化して公開 https://museum.umic.jp/index.html	2023-02-04
	65	[image: 別所温泉　北向観音　まめまき]	別所温泉　北向観音　まめまき	北向観音では豆まきの行列が本坊常楽寺を出発する。芸能人や七福神、鬼も加わっての道中となる。観音堂で法要の後、福引き入りの豆やサインボールが投げられる。
引用元
Ueda City Database ( 2690054) https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2690054/2690054.html	2023-02-04
	66	[image: 別所温泉遠景]	別所温泉遠景	引用元
Ueda City Database ( 3032029) https://museum.umic.jp/johogura/bessho/3032029/3032029.html	2023-02-04
	67	[image: 別所温泉将軍塚]	別所温泉将軍塚	常楽寺参道入口にある中型の円墳で将軍塚と呼んでいる。この地方の相当の有力者を葬った。墳上には鎌倉時代の七層の石造多層塔が建っている

引用元
Ueda City Database ( 2581070) https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2581070/2581070.html	2023-02-04
	68	[image: 別所温泉駅周辺の聖地]	別所温泉駅周辺の聖地	最後に別所温泉駅周辺のロケ地！

「別所温泉駅」で撮影が行われたり、舞台となった作品は以下の通りです。
・「男はつらいよ 寅次郎純情詩集」（1976）
・「ROUND1」（2003）
・「君のままで」（2003）
・「いくつもの、ひとりの朝」（2006）
・「呪われたパワースポット」（2011）
・「シグナル～月曜日のルカ～」（2012）
・「時代屋の女房」（2006）
・「鉄道むすめ～Girls Be ambitious!～ 上田電鉄・別所温泉駅駅長 八木沢まい」（2008）
・「赤い糸の女」（2012）

などがあります。

写真は「男はつらいよ 寅次郎純情詩集」での実際のワンシーンです。上田電鉄 別所線 別所温泉駅とその周辺が映っています。現在は手前の木造の建物は確認できませんでしたが、駅舎はそっくりそのまま残っています。寅さんも上田を訪れていたんですね～。

https://	2023-02-01
	69	[image: 万葉集の歌碑]	万葉集の歌碑	別所温泉のおかげで信州を訪れる人が増え、信州の景色は万葉集にも読まれている。
https://www.jalan.net/travel-journal/000085102/	2023-02-01
	70	[image: 別所線開通]	別所線開通	私達が普段使う別所線

かつて上田盆地には全長57.2kmもの鉄道が張り巡らされており、別所線以外にも営業が行われていた。

現在上田盆地を走る鉄道は、1921年に開通した別所線11.6kmを残すのみである。

別所温泉駅は1921年に温泉客の交通手段として開通
当初は川西線としての開通であった。

その後1924年に川西線から別所線に改名されている。	2023-02-01
	71	[image: そばは手打ち…うどんは？]	そばは手打ち…うどんは？	上田市の観光課があげている、別所温泉の写真だ。実際に行って見ないと、今もこうなっているのかは、分からない。しかし、写真を見る限り、古い記事ではないのであろう。

https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2691013/2691013.html	2023-02-01
	72	[image: 鹿教湯温泉の歴史と五台橋]	鹿教湯温泉の歴史と五台橋	鹿教湯温泉は20件ほどの宿泊施設が立ち並ぶ山間の温泉地です。上田市と松本市の間にあり、環境庁選定国民保養地として認定されています。そのため、健康の郷としても有名です。そのため、散策をしながら自然の癒しを感じることもできます。
鹿教湯温泉の歴史の始まりは地名がついた由来にも関連しています。漁師から矢傷を受けた鹿が温泉の場所を教えてくれたことから温泉地としての歴史をスタートし、1200年の長い歴史を誇ります。
湯量は非常に多く、20件ほどの温泉施設では24時間かけ流しの施設も。源泉の温度は46℃ほど。また、色は無色・透明。泉質は弱アルカリ性低張性高温泉となっており、高血圧、脳卒中の後遺症、疲労回復に対して効能があります。

また、写真は鹿教湯温泉の付近にある文殊堂へとつながる橋である五台橋の画像	2023-02-01
	73	[image: 久米正雄(くめまさお)]	久米正雄(くめまさお)	久米は、明治２４年上田片平町（大手町）で生まれました。父由太郎は明治２８年小県郡立高等小学校兼上田尋常小学校校長として勤務していましたが、明治３１年、父が校長を務めていた上田尋常高等小学校上田分教場が焼失。その責めを負って父が自刃してしまったため、一家は母の実家福島県安積あさか郡桑野村へ転居し、ここで久米は中学時代を過ごしました。
　この時代に、安積中学校の教頭と国語教師に指導を受け、俳人としての才能を見込まれ、将来を嘱望されるまでになりました。中学校在学中に「笹鳴吟社」を結成、また、学校教員の集まりである「群峰社」にも参加。桑野村を訪れた正岡子規や河東碧梧桐かわひがしへきごとうの影響を受け、新俳句会への道を進み、一高時代には碧門下の日本派俳人として知られるようになりました	2023-02-01
	74	[image: 野沢菜]	野沢菜	野沢菜は、県の北東にある野沢温泉村の住職が宝暦6年に京都から天王寺かぶを持ち帰り植えたのが始まりといわれている。温暖な地域の天王寺かぶは、標高600メートル近くもある高冷地の野沢温泉村の気候風土により突然変異を起こし、根が育たず葉と茎だけが大きくなり地域独特のものとなった。味は美味しいと好評で、地名の付いた「野沢菜」として広まっていった。

野沢菜食べたことがあったが画像のツルヤの野沢菜油炒めが特別美味しかった。漬物に香ばしさが追加されるだけでこんなにうまいかという感じだった。

参考文献
https://nozawakanko.jp/about/nozawana/
https://d-commons.net/uedagaku?c=28&p=4078	2023-01-30
	75	[image: 別所温泉の活性化　まとめ]	別所温泉の活性化　まとめ	「別所温泉を活性化」をテーマで探求をした。
私が別所温泉に行って感じたことは「物足りない」と感じた。ただ温泉があり、ただ旅館がある。それぞれはいいものなのだが、温泉地として何か足りない感じがした。そこで、別所温泉のような小さな温泉地で何ができるのかを調べた。
１黒川温泉
黒川温泉は熊本の温泉で、かなり山奥にあるにもかかわらず人気の温泉だ。入浴手形で有名だ。入浴手形とは、温泉のマークが書いてある木の板で、それを買うと３か所の温泉に入ることができます。手形は、思い出としても残るのでいいのではないかと思う。
２四万温泉
四万温泉は群馬県の温泉で、ここも小規模で山奥の温泉だが、ヘルシーな料理で有名なタニタとのコラボで有名になった。旅館でタニタの料理を出すというシンプルなものだが、珍しさ	2023-01-30
	76	[image: 別所温泉森林総合センター]	別所温泉森林総合センター	森林公園（別所温泉森林公園）天神岳のふもと、別所温泉から車で１０分、赤松と杉の林に囲まれた公園。森林総合センター、山菜料理、バンガロー、キャンプ、林間広場にはテニス場、フィールドアスレチック等ある。
別所温泉森林総合センター http://db.umic.ueda.nagano.jp/johogura/datadisp.php?arg_sano=2691026	2023-01-29
	77	[image: 温泉薬師瑠璃殿]	温泉薬師瑠璃殿	本尊薬師如来。北向観音堂の西方の崖の上に建てられた一風変わった建物で「医王尊瑠璃殿」と呼ぶ。建立年代は明らかでないが、資料によれば焼失した後文化６年（１８０９）に地元湯本薬師講中によって再建されたという。温泉の効能に併せて病気を除き解脱するという深い温泉薬師信仰に由来するものである。「瑠璃殿」という名は、薬師如来を瑠璃光如来とも呼ぶところからとった名である。
引用元
http://db.umic.ueda.nagano.jp/johogura/datadisp.php?arg_sano=668014	2023-01-29
	78	[image: 別所温泉石湯]	別所温泉石湯	別所温泉石湯石湯の表には、真田太平記の池波正太郎書「真田幸村公隠しの湯」の碑がたつ。

引用元
http://db.umic.ueda.nagano.jp/data/johogura/datadisp.php?arg_sano=2581061	2023-01-29
	79	[image: 別所温泉駅の歴史]	別所温泉駅の歴史	別所せんはは大成10年に｢川西線｣として開業した。
当時｢信濃別所駅｣という名前で開かれ、昭和５年に、駅名が「別所温泉駅」となり、同２５年に現在の駅舎が完成した。
この駅舎が一年で最も混雑するのは、大みそかから正月三が日まで。二年参りのときには終夜運転も行われ、北向観音に訪れる人たちでいっぱいになる。

引用元
Ueda City Database ( 3033024) https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2691012/2691012.html	2023-01-29
	80	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	別所温泉には上田駅から上田電鉄別所線にのり別所温泉駅で下車することで行くことができる。
乗車時間は30分である

引用元：信州上田景観100選 | 別所温泉駅 https://museum.umic.jp/keikan100sen/detail.php?photo=31-1_31-2&dir=1031&area=%E4%B8%8A%E7%94%B0&cattext=%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%AA%E3%81%BF%E3%83%BB%E9%83%BD%E5%B8%82%E6%99%AF%E8%A6%B3&imgtitle=%E5%88%A5%E6%89%80%E6%B8%A9%E6%B3%89%E9%A7%85&imgtext=%E5%A4%A7%E6%AD%A3%E3%81%8B%E3%82%89%E6%AE%8B%E3%82%8B%E3%80%81%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E3%81%82%E3%82%8B%E7%B5%82%E7%9D%80%E9%A7%85%E3%81%AF%E6%97%85%E3%81%AE%E5%A7%8B%E3%81%BE%E3%82%8A&glat=36.353&glng=138.162&access=%E4%B8%8A%E7%94%B0%E9%A7%85%E3%81%8B%E3%82%89%E4%B8%8A%E7%94%B0%E9%9B%BB%E9%89%84%E5%88%A5%E6%89%80%E7%B7%9A30%E5%88%86%E3%80%8C%E5%88%A5%E6%89%80%E6%B8%A9%E6%B3%89%E9%A7%85%E3%80%8D%E4%B8%8B%E8%BB%8A%0D%0A	2023-01-26
	81	[image: 別所温泉の歴史]	別所温泉の歴史	　塩田平を囲む山なみの西方にそびえる夫神（おがみ）岳のふもとに、この地方の古い歴史とともに、絶えまなく湧き続けて来たのが別所の温泉である。この自然の出湯と人とのかかわりは、夫神岳の麓から古代の布目瓦が多数発掘されたことによっても、その古さが想像される。
　国造や国府の所在していた古代から、庶民の安息療養の場所であり、また温泉の効能と医薬信仰が、やがて仏教の霊場としての北向観音堂となったであろう。
　別所の温泉は昔から”七久里（ななくり）の湯”と呼ばれたといわれ、平安時代の有名な和歌集にもその名をとどめている。
　鎌倉時代には北条氏の居館塩田城にも近いので北条一族の好んで来湯することも多かったと想像される。国宝八角三重塔のある名刹安楽禅寺は北条氏の開基によるところから、別所とい	2023-01-26
	82	[image: 上田市の自然文化について]	上田市の自然文化について	別所温泉は、信州最古の歴史を持つ七久里の湯と呼ばれる温泉を持ち、平安時代の有名な和歌集にも記されている。安息の場として栄えた別所温泉は、かつて真田幸村の隠し湯があったとも言われていて、1500年以上の歴史を持っているとされている。
また別所を含む塩田平は、信州の鎌倉とも呼ばれ、温泉に限らず多くの文化財が残されている。
「幕宮池」と呼ばれる池は、日本で最も降雨量が少ないとされる位置にあり、多くのため池が作られた場所である。


〈参考資料〉
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/others/01DD001H230003
https://adeac.jp/shinshu-chiiki/catalog/mh055500	2023-01-26
	83	[image: 前川ゼミレポート]	前川ゼミレポート	私は、なぜ上田氏は真田氏のPRに固執するかについて疑問を持ったため調べることにした。というのも、上田市には別所温泉近辺にたくさんの歴史的建造物があり、「信州の鎌倉」という別名まで付けられるほどのだからだ。そして「別所温泉」という名前自体は全国的にもある程度知られている。まったくの無名の観光地をアピールするわけではないのになぜここを差し置いて真田氏に固執するのだろうか。

真田氏に固執する理由として思いついたのが歴史好きに対するアピールの強さだ。二度にわたる上田の戦い・大阪の陣で有名な真田幸村にゆかりのある地(真田村)であることから、上田城や真田氏についてアピールできる。だが、この真田氏についてもやや疑問がある。一般人に「武将の真田」と言って思い浮かべるのは真田幸村だろう。この真田	2023-01-26
	84	[image: 別所温泉の魅力を塩田平活性化に活かす]	別所温泉の魅力を塩田平活性化に活かす	別所温泉には落ち着くカフェ、きれいな景色など様々な魅力があります。
ただ道が狭く、坂も多いため、観光が大変という面もあります。
そこで超小型車の活用やガイドの方を募り、車で移動しながら、そしてガイドの方の説明を聞きながら、別所温泉を観光するというのも良いのではないでしょうか？	2023-01-26
	85	[image: ”温泉”という身近なお風呂]	”温泉”という身近なお風呂	住んでいる中で一番、観光する目的が明確にある場所といったら別所温泉であるといえる。
なぜ目的が明確にあるのか。
それは、上田市に住んでいる学生は実家を離れてアパートなどで一人暮らしをしている人が多い。
そのため、お湯を沸かしてくれるリモコンなどの設備が無いため、シャワーだけで済ます人がほとんどである。そのため、温泉という｢湯船｣に気軽に浸かれる場所というものはとても貴重である。さらに、今の時期(これを書いている日付は2023/01/27)は寒さが厳しく給湯器が凍ってしまいお湯が出にくいという人も大勢いるのではないだろうか？
そのため、風呂に行くという目的の下、温泉に観光に行けるのではないだろうか。
別所温泉付近だけでも約7箇所あるため、1週間ごとのシフトを組んでみて赴いてみるというのも面白いかも	2023-01-26
	86	[image: 上田のelaboration 上田の「観光産業」を知ってほしい！！]	上田のelaboration 上田の「観光産業」を知ってほしい！！	　キュレーションとは、インターネット上の情報を、特定の視点を持って収集、選別、編集することで新しい価値を持たせ、それを共有することを意味する語である。https://www.hrpro.co.jp/glossary_detail.php?id=99より引用
そこから私は上田のキュレーションとは上田の情報を我々の視点から収集、選別、編集することで価値を持たせ、上田の良さの再発見するということだと定義した。
私の上田のキュレーションは上田の「魅力」「良さ」の再発見であり、私は、それは「観光産業」にあると考えた。私が第一に上田で目を付けた観光産業は「十福の湯」だ。上田にお住まいの人ならば知っている人は知っている上田の名温泉だ。この温泉は信州最大級の大露天風呂を有しており、屋外独立の檜サウナもある。さらに自然豊かなため、温泉浴だけではなく、森林浴	2023-01-25
	87	[image: 安楽寺]	安楽寺	信州最古の禅寺で、座禅体験ができる。境内にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかない貴重な建築で、長野県では一番早く国宝に指定された。全体的に奇麗に整備されており、緑の木が多いためサルスベリの花のピンク色がとても映えていた。蓮池には、白い蓮の花が咲いていて奇麗だった。また、背が高く一枚一枚の葉が大きかった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	88	[image: 常楽寺]	常楽寺	北向観音の本坊で、鎌倉時代には天台数学の道場として栄えていた。境内には国の重要文化財に指定されている石造多宝塔があり、苔が生えていて趣を感じることができた。樹齢350年の「御船の松」は、とても立派な松だった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	89	[image: 北向観音]	北向観音	『現世利益を願う厄除観音として知られる「北向観音堂」。本堂が北を向いて建てられることはほとんど例がなく、長野市にある未来往生を願う善光寺（南向き）と向き合っていることから「北向」と名付けられて』（別所温泉旅館組合）いる。境内からは、町の景色を見ることができた。また、通りには、お土産屋さんやジェラート屋さんなどがあった。

別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	90	[image: 石湯]	石湯	石湯の表には、真田太平記の池波正太郎書「真田幸村公隠しの湯」の碑がたつ。

https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2581061/2581061.htmlより引用	2023-01-25
	91	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	日本で最も古い臨済禅宗寺院の一つである安楽寺。そこにある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかないという貴重な建築で、長野県では一番早く「国宝」に指定された。

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot1.html	2023-01-25
	92	[image: 別所神社本殿]	別所神社本殿	別所神社本殿は、別所温泉の北方、常楽寺に隣接し、塩田平をはじめ遠く浅間連峰が望める小高い丘の上にあります。

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot14.htmlより引用	2023-01-25
	93	[image: 岳の幟]	岳の幟	塩田平の西辺に位置する別所温泉地区には、「岳の幟」と呼ぶ雨乞〔あまご〕いの祭りが伝わっています。この塩田地方は昔から水不足で大変悩まされてきた所で、灌漑〔かんがい〕用の溜〔ため〕池も多く造られ、雨乞い行事もいろいろ行われてきました。
ー中略ー
祭日は例年七月十五日(近年その日に近い日曜に変更)として、別所の上手〔わで〕・院内〔いんない〕・大湯〔おおゆ〕それに昭和四十九年大湯から独立した分去の四地区で、輪番〔りんばん〕に幟の役に当ります。夜明前に、上部に笹のついた竹竿と巻いた布を担いで夫神岳に登り、日の出と共に九頭竜神の石祠に布と神酒を供え、郷中の安全と五穀豊饒〔ごこくほうじょう〕を祈ります。
ー中略ー
支度を整えて日影公民館に待機をしていた三頭獅子とささら踊りの一行がそれに加わり	2023-01-25
	94	[image: 温泉薬師瑠璃殿　解説]	温泉薬師瑠璃殿　解説	本尊薬師如来。北向観音堂の西方の崖の上に建てられた一風変わった建物で「医王尊瑠璃殿」と呼ぶ。建立年代は明らかでないが、資料によれば焼失した後文化６年（１８０９）に地元湯本薬師講中によって再建されたという。温泉の効能に併せて病気を除き解脱するという深い温泉薬師信仰に由来するものである。「瑠璃殿」という名は、薬師如来を瑠璃光如来とも呼ぶところからとった名である。

http://db.umic.ueda.nagano.jp/johogura/datadisp.php?arg_sano=668014より引用	2023-01-25
	95	[image: 別所温泉　解説]	別所温泉　解説	塩田平を囲む山なみの西方にそびえる夫神（おがみ）岳のふもとに、この地方の古い歴史とともに、絶えまなく湧き続けて来たのが別所の温泉である。この自然の出湯と人とのかかわりは、夫神岳の麓から古代の布目瓦が多数発掘されたことによっても、その古さが想像される。
国造や国府の所在していた古代から、庶民の安息療養の場所であり、また温泉の効能と医薬信仰が、やがて仏教の霊場としての北向観音堂となったであろう。
別所の温泉は昔から”七久里（ななくり）の湯”と呼ばれたといわれ、平安時代の有名な和歌集にもその名をとどめている。
鎌倉時代には北条氏の居館塩田城にも近いので北条一族の好んで来湯することも多かったと想像される。国宝八角三重塔のある名刹安楽禅寺は北条氏の開基によるところから、別所という地名は	2023-01-25
	96	[image: 大湯]	大湯	大湯別所温泉外湯のひとつ。景行天皇の御代、日本武尊の東征の折発見されたと伝えられ、古名七久里の湯、枕草子にも記された信州最古の温泉。大湯は木曽義仲が愛妾葵御前をつれて逗留したと「新・平家物語」に書かれている。

http://db.umic.ueda.nagano.jp/johogura/datadisp.php?arg_sano=3032090より引用	2023-01-25
	97	[image: 別所温泉]	別所温泉	別所温泉ＪＲ上田駅から電車で２５分、バス３０分、海抜６５０メートル静かな高原の湯の里。温泉は５４度Ｃ単純硫化水素泉で無色透明。宿は２０軒、平安貴族の別荘があったところから別所という。

http://db.umic.ueda.nagano.jp/johogura/datadisp.php?arg_sano=2691013より引用	2023-01-25
	98	[image: 別所温泉の歴史]	別所温泉の歴史	別所温泉は825年から存在する信州最古の温泉と言われている。別所温泉は東山道によって知名度が上がったと言われている。
https://miryoku-sosei.rgr.jp/sight/spa-his.html
より引用	2023-01-25
	99	[image: 上田の魅力と活性化]	上田の魅力と活性化	　単元３を通して、塩田平地域は「信州の鎌倉」と呼ばれ、多くの寺院や文化財、ため池など様々な魅力があることが分かった。しかし、活性化を考えたときに、オシャレや写真映えなどに興味がある若者からすると、現在の塩田平にあまり興味が湧かないと感じた。
　そこで、ため池を活用した花火を打ち上げやイルミネーション、夜桜や紅葉をライトアップすることで若者を呼び込めると考えた。広いため池では、スワンボートのような足漕ぎボートを設置することで、若者だけでなく親子も楽しめると考える。
　また、生島足島神社で祭りを開催したり、マルシェのようなものを開いたりすることで、老若男女問わず楽しめる場所になると考えた。マルシェでは地域の特産品などの宣伝を行うことも可能である。
　以前、「信州上田レイライン線」	2023-01-23
	100	[image: 釜めし]	釜めし	大学前駅から別所温泉方面に2駅進んだ中塩田駅のすぐ近くにある、小料理屋 禅美庵で食べた釜めし。1000円代前半と学生にも優しい値段でとてもおいしいのでおすすめしたい。	2023-01-23
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